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近年, 懸濁剤の分散粒子が硝子容器の内壁に強固に付着する現象が知られている｡ この付着は器壁の液
面下の部分には起らず, 主に液面上部の露出壁面に発生するが, これが強度に進行すると内容薬剤の完全
な投与を妨げるのみならず, 付着層が懸濁液中に脱落して懸濁剤は均一性を欠き, 通針性を失って, 遂に











るo 今, 懸濁剤濃度をC, 粒子半径を r とするとき, 壁面残留, 付着粒子数は 孟 - に比例し･ 付着量は
cxJ子に比例することを明らかにした｡






















れは, 界面活性剤がこの濃度で粒子と壁の表面に単層最密吸着層を形成し, 表面を疎水基で覆う結果, 両
者間に疎水結合が発生する為である｡ 更に配合濃度が増すと吸着二重層が形成され, 疎水面に代って親水
面が生じるので付着は減少する｡ 一方, 陰イオン性界面活性剤では吸着が起り難いので付着最大値を示さ

















ルフィソキサゾール, パラベン類,安息香酸誘導体,硝子球, 樹脂球などを分散粒子として用い, 付着現象
を考察した結果, 付着は懸濁剤粒子の壁面残留と壁面付着の二段階を経て発生することを明らかにした｡
第一段階の成立するためには壁面上の粒子の直径より薄い懸濁剤の液膜が生成することが必要条件であ
り, 第二段階の壁面残留は懸濁剤の濃度, 付着粒子の半径およびヌレの回数に比例する一定の法則に従う
ことを発見し, 粒子付着の機構を解明し, それによって付着現象を矛盾なく説明することができた｡
その成果を活用して器壁付着を阻止するための製剤学的知見を得ることができた｡
本研究は従来未開拓であった懸濁剤の器壁付着現象を解明すると共に懸濁剤の重要問題解決に寄与する
ことができた｡
以上の研究は薬学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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